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第1章

1 アミタイの子ヨナに、次のような主のことばがあった。

2 「立ってあの大きな都ニネベに行き、これに向かって叫べ。彼らの悪がわたしの前に上って来

たからだ。」

3 しかし、ヨナは立って、主の御顔を避けてタルシシュへ逃れようとした。彼はヤッファに下

り、タルシシュ行きの船を見つけると、船賃を払ってそれに乗り込み、主の御顔を避けて、

人々と一緒にタルシシュへ行こうとした。

4 ところが、主が大風を海に吹きつけられたので、激しい暴風が海に起こった。それで船は難破

しそうになった。

5 水夫たちは恐れて、それぞれ自分の神に向かって叫んだ。そして、船を軽くしようと船の積荷

を海に投げ捨てた。一方、ヨナは船底に下りていて、横になってぐっすり寝入っていた。

6 すると船長が近づいて来て、彼に言った。「いったいどうしたのか。眠りこけているとは。起

きて、あなたの神に願いなさい。もしかすると、その神が私たちに心を留め、私たちは滅びな

いですむかもしれない。」

7 人々は互いに言った。「さあ、だれのせいで、このわざわいが私たちに降りかかったのか、く

じによって知ろう。」彼らがくじを引くと、そのくじはヨナに当たった。

8 そこで彼らはヨナに言った。「話してくれ。だれのせいで、このわざわいが私たちに降りかか

ったのか。あなたの仕事は何か。どこから来たのか。国はどこか。どの民の者か。」

9 ヨナは彼らに言った。「私はヘブル人です。私は、海と陸を造られた天の神、主を恐れる者で

す。」

10 人々は非常に恐れて、彼に「何ということをしたのか」と言った。人々は、ヨナが彼らに告げ

たことによって、彼が主の御顔を避けて逃れようとしていることを知ったからである。

11 彼らはヨナに言った。「私たちのために海が静まるようにするには、あなたをどうすればよい

のか。」海がますます荒れてきたからである。

12 ヨナは彼らに言った。「私を抱え上げて、海に投げ込みなさい。そうすれば、海はあなたがた

のために静かになるでしょう。私は分かっています。この激しい暴風は、私のせいであなたが

たを襲ったのです。」

13 それでも人々は船を陸に戻そうと漕いだが、そうすることはできなかった。海がますます彼ら

に向かって荒れてきたからである。

14 そこで彼らは主に向かって叫んだ。「ああ、主よ。どうか、この男のいのちのことで、私たち

が滅びることのないようにしてください。咎なき者の血の報いを、私たちの上に下さないでく

ださい。主よ。あなたは、望まれたとおりになさったのですから。」

15 こうして、彼らはヨナを抱え上げ、海に投げ込んだ。すると激しい怒りがやんで、海は凪にな

った。

16 人々は非常に主を恐れ、主にいけにえを献げて誓願を立てた。

17 主は大きな魚を備えて、ヨナを吞み込ませた。ヨナは三日三晩、魚の腹の中にいた。

第2章

1 ヨナは魚の腹の中から、自分の神、主に祈った。



2 「苦しみの中から、私は主に叫びました。 すると主は、私に答えてくださいました。 よみの

腹から私が叫び求めると、 あなたは私の声を聞いてくださいました。

3 あなたは私を深いところに、 海の真中に投げ込まれました。 潮の流れが私を囲み、 あなたの

波、あなたの大波がみな、 私の上を越えて行きました。

4 私は言いました。 『私は御目の前から追われました。 ただ、もう一度、私はあなたの聖なる

宮を 仰ぎ見たいのです。』

5 水は私を取り巻き、喉にまで至り、 大いなる水が私を囲み、 海草は頭に絡みつきました。

6 私は山々の根元まで下り、 地のかんぬきは、 私のうしろで永遠に下ろされました。 しかし、

私の神、主よ。 あなたは私のいのちを 滅びの穴から引き上げてくださいました。

7 私のたましいが私のうちで衰え果てたとき、 私は主を思い出しました。 私の祈りはあなた

に、 あなたの聖なる宮に届きました。

8 空しい偶像に心を留める者は、 自分への恵みを捨て去ります。

9 しかし私は、感謝の声をあげて、 あなたにいけにえを献げ、 私の誓いを果たします。 救いは

主のものです。」

10 主は魚に命じて、ヨナを陸地に吐き出させた。

第3章

1 再びヨナに次のような主のことばがあった。

2 「立ってあの大きな都ニネベに行き、わたしがあなたに伝える宣言をせよ。」

3 ヨナは、主のことばのとおりに、立ってニネベに行った。ニネベは、行き巡るのに三日かかる

ほどの非常に大きな都であった。

4 ヨナはその都に入って、まず一日分の道のりを歩き回って叫んだ。「あと四十日すると、ニネ

ベは滅びる。」

5 すると、ニネベの人々は神を信じ、断食を呼びかけ、身分の高い者から低い者まで粗布をまと

った。

6 このことがニネベの王の耳に入ると、彼は王座から立ち上がって、王服を脱ぎ捨てて粗布をま

とい、灰の上に座った。

7 そして、王と大臣たちの命令によって、次のような布告がニネベに出された。「人も家畜も、

牛も羊もみな、何も味わってはならない。草をはんだり、水を飲んだりしてはならない。

8 人も家畜も、粗布を身にまとい、ひたすら神に願い、それぞれ悪の道と、その横暴な行いから

立ち返れ。

9 もしかすると、神が思い直してあわれみ、その燃える怒りを収められ、私たちは滅びないです

むかもしれない。」

10 神は彼らの行いを、すなわち、彼らが悪の道から立ち返ったのをご覧になった。そして神は彼

らに下すと言ったわざわいを思い直し、それを行われなかった。

第4章

1 ところが、このことはヨナを非常に不愉快にした。ヨナは怒って、



2 主に祈った。「ああ、主よ。私がまだ国にいたときに、このことを申し上げたではありません

か。それで、私は初めタルシシュへ逃れようとしたのです。あなたが情け深くあわれみ深い神

であり、怒るのに遅く、恵み豊かで、わざわいを思い直される方であることを知っていたから

です。

3 ですから、主よ、どうか今、私のいのちを取ってください。私は生きているより死んだほうが

ましです。」

4 主は言われた。「あなたは当然であるかのように怒るのか。」

5 ヨナは都から出て、都の東の方に座った。そしてそこに自分で仮小屋を作り、都の中で何が起

こるかを見極めようと、その陰のところに座った。

6 神である主は一本の唐胡麻を備えて、ヨナの上をおおうように生えさせ、それを彼の頭の上の

陰にして、ヨナの不機嫌を直そうとされた。ヨナはこの唐胡麻を非常に喜んだ。

7 しかし翌日の夜明けに、神は一匹の虫を備えられた。虫がその唐胡麻をかんだので、唐胡麻は

枯れた。

8 太陽が昇ったとき、神は焼けつくような東風を備えられた。太陽がヨナの頭に照りつけたの

で、彼は弱り果て、自分の死を願って言った。「私は生きているより死んだほうがましだ。」

9 すると神はヨナに言われた。「この唐胡麻のために、あなたは当然であるかのように怒るの

か。」ヨナは言った。「私が死ぬほど怒るのは当然のことです。」

10 主は言われた。「あなたは、自分で労さず、育てもせず、一夜で生えて一夜で滅びたこの唐胡

麻を惜しんでいる。

11 ましてわたしは、この大きな都ニネベを惜しまないでいられるだろうか。そこには、右も左も

分からない十二万人以上の人間と、数多くの家畜がいるではないか。」


